
アカムツ〔地方名：ノドグロ〕

１ 生態

２ 漁業に関する情報

３ 資源の状態

４ 資源管理の取組み

・漁獲のほとんどが沖合底びき網及び小型機船底びき網によるものです。
・2000年～2010年の漁獲量は２～10トン、金額は5～16百万円で推移していましたが、
2016年以降増加し、2024年の漁獲量は13.9トン、金額は42百万円でした。

・福島県では水深60～300ｍで漁獲されますが、
その中心は80～160ｍとなっています。
・満１歳で全長６㎝、２歳で13㎝、３歳で18㎝、
４歳で23㎝、５歳で26㎝となります。
（雌雄差がみられるがデータが少ないため雌雄込みで扱ってい
ます）

・GSIは雌雄とも6～10月に高い値の個体が確認
されています。また、雄では全長16㎝以上、雌
では19㎝以上で高い個体が確認されています。

・底びき網漁船の操業日誌の有漁CPUE（１曳網時間当たりの漁獲量）は2013年以降
上昇し、2016年以降は高い値で推移しています。また、漁獲量も同様の推移を示し
ていることから、近年の資源水準は高位と考えられます。

・2025年現在、資源管理の取組みはありませんが、今後、小型魚の保護策を検討す
る必要があります。


